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科学技術の進歩によって、膨大な量のデータが収集できるようになり、
それらのデータ資源の公開や共有などの取り組みとして、「オープン
データ」（あるいは「オープンサイエンス」）が叫ばれるようになってきた
（Huijboom 2012）。

研究機関や学協会などによるボトムアップな努力

国際組織（G7、RDA、WDS、OECD等）によるトップダウンの政策

オープンデータの課題：
技術的、政策的、文化的、人材育成など

はじめに



分散協調型のシステム

国際組織による議論：
一拠点にデータを保有・管理する集中型から、各機関がデータを
保有・管理しながら相互に利用する、分散協調型のグローバルな
データマネジメントの体制を確立することが重視されている。

再現性の問題：
再現できない結論（論文）が、科学技術の発展の大きな妨げに
なっており、次世代のシステムにはデータがどのように処理されて
可視化されたかなどの工程を確認できる仕組みが必要である。

求められる次世代のシステム

共有 再現

多種多様なデータ形式を扱う地球惑星科学を題材として、
データマネジメントシステムの試験的な構築を試みる。



システムの通信処理の流れ

軽いデータは自前で持ち、重いデータは軽くして提供

データマネジメントシステム



サムネイルからどのような
データセットなのか容易に
想像がつきます!

誘導的なインタフェースで
利用者をサポート



データ点にマウスオーバーすることで
詳細な情報を得ることができる。

ドラッグするとその領域が
ズームアップします。

様々なイメージ形式で
ダウンロードできます。



クライアント側でデータの追加とダウンロードも可能



プレゼンター
プレゼンテーションのノート





シンボルの大きさは地震の規模の
大きさを示しています。

ラベルをクリックするとシンボルの
表示・非表示を切り替えれます。









最大食分点の日食の様子

月の影の様子

疑似３D表示



高度分布

全球図

時系列



http://www.isas.ac.jp/e/topics/2015/0629.shtml

分野横断型研究の例



全てのチャートはアドレスバーにクエリ文字列を付けている。

同じクエリ文字列をつかうことで、
誰でも同じチャートを再現できる。



クエリ文字列について

C3_0077.cgi?en+SORCE_TSI_17_timeSeries+20100101_20100201
ヘッダ情報 + データ選択部 + データ抽出部 + (解析手法)

• データセット名
• プロダクト名
• バンド
• バージョン
• チャートの種別など

プロダクトのパラメータ
• 期間
• 緯度
• 経度
• 高度など

クエリ文字列にデータがどのように選択・処理されたかを明示

本システムのクエリ文字列の構造：



テキストベースのサービスで
クエリ文字列を簡単に共有できる！

query

query

識別子のように扱うことも可能！
図をファイルとして持つ必要がない。

クエリ文字列を活用した共有
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質問：使いやすかったですか？

12・13歳は79％が「使いやすい」と回答した。
一方で、8・9歳が「ふつう」と回答した割合は22％であったが、
スタッフのサポートが必要であった。

利便性について
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質問：もっといろいろな科学データを見てみたいですか？

調査対象とした全年齢（6歳から13歳）の86％以上が、
高評価（4点以上）の回答を示した。

知的好奇心について
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質問：家に帰って使ってみたいですか？

調査対象とした全年齢（6歳から13歳）の84％以上が、
高評価（4点以上）の回答を示した。

主体的な学習の促進について
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